
                             

大

施

食

会

法

要

大

施

食

会

法

要

大

施

食

会

法

要

大

施

食

会

法

要

    

厳厳厳厳

修修修修    

 

八

月

九

日

、

鏡

徳

寺

本

堂

に

て

住

職

の

も

と

教

区

の

御

寺

院

さ

ま

に

ご

随

喜

い

た

だ

き

、

四

年

ぶ

り

に

大

勢

の

僧

俗

が

集

う

中

で

の

大

施

食

会

（

だ

い

せ

じ

き

え

）

が

、

厳

か

に

修

行

さ

れ

ま

し

た

。

祭

壇

（

施

食

棚

）

に

は

特

別

に

ご

飯

、

み

ず

の

こ

、

生

野

菜

や

果

物

、

乾

物

が

お

供

え

さ

れ

、

法

要

の

ご

利

益

と

共

に

各

家

先

祖

代

々

精

霊

、

先

亡

精

霊

・

あ

り

と

あ

ら

ゆ

る

精

霊

へ

回

向

さ

れ

ま

し

た

。 

法

要

の

前

に

は

小

杉

老

師

に

「

心

と

体

、

ゆ

る

め

る

こ

と

の

大

切

さ

」

に

つ

い

て

ご

法

話

い

た

だ

き

ま

し

た

。

楽

に

生

き

る

た

め

の

所

作

、

ゆ

る

め

る

こ

と

の

難

し

さ

大

切

さ

を

お

話

い

た

だ

き

、

皆

さ

ま

熱

心

に

耳

を

傾

け

て

お

ら

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

法

要

に

ご

参

列

い

た

だ

い

た

皆

さ

ま

に

は

、

特

別

に

祈

祷

し

た

大

般

若

の

御

札

を

お

授

け

い

た

し

ま

し

た

。 

秋秋秋秋

の

お

の

お

の

お

の

お

彼彼彼彼

岸岸岸岸    

 

今

年

は

九

月

二

十

日

が

彼

岸

の

入

り

で

す

。

鏡

徳

寺

で

は

、

個

別

で

の

ご

法

要

の

他

に

、

おおおお

中

日

中

日

中

日

中

日

のののの

二

十

三

日

二

十

三

日

二

十

三

日

二

十

三

日

（（（（

土土土土

））））

にににに

合

同

法

要

合

同

法

要

合

同

法

要

合

同

法

要

を

お

受

け

し

て

い

ま

す

。

時

間

は

九

時

開

始

。

合

同

で

の

ご

法

要

で

す

の

で

お

布

施

は

一

律

三

千

円

、

卒

塔

婆

を

ご

希

望

の

方

は

別

途

一

本

四

千

円

で

す

。

お

電

話

に

て

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

 

 

祖

先

を

う

や

ま

う

こ

と

は

、

そ

こ

に

連

な

る

自

分

の

い

の

ち

の

大

切

さ

に

気

づ

く

こ

と

に

繋

が

り

ま

す

。

自

分

の

い

の

ち

の

大

切

さ

に

気

づ

く

こ

と

は

、

他

人

の

い

の

ち

も

ま

た

自

分

の

い

の

ち

と

同

様

に

大

切

で

あ

る

こ

と

に

気

づ

き

ま

す

。 

 

お

彼

岸

に

は

、

ぜ

ひ

ご

家

族

そ

ろ

っ

て

お

墓

参

り

に

で

か

け

ま

し

ょ

う

。 

曹洞宗（そうとうしゅう） 
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小杉老師。 
鏡徳寺坐禅会の指導にも来ていただいています。 



白

山

白

山

白

山

白

山

は

く

さ

ん

妙妙妙妙

み

ょ

う

理理理理
り

大

権

現

大

権

現

大

権

現

大

権

現

だ

い

ご

ん

げ

ん

おおおお

社社社社    

移

設

移

設

移

設

移

設    
本

堂

境

内

の

大

銀

杏

の

下

に

お

祀

り

さ

れ

て

い

た

白

山

妙

理

大

権

現

（

本

地

十

一

面

観

音

菩

薩

）

の

お

社

が

老

朽

化

し

た

為

、

移

設

し

新

造

い

た

し

ま

し

た

。

 

お

寺

に

伝

わ

る

歴

史

に

よ

る

と

、

こ

の

権

現

さ

ま

は

、

延

徳

元

年

（

一

四

八

九

年

）

に

こ

の

地

域

（

詳

細

地

不

明

）

に

最

初

に

お

迎

え

さ

れ

お

祀

り

さ

れ

た

よ

う

で

す

。

そ

の

後

、

嘉

永

六

年

（

一

八

五

一

年

）

に

鏡

徳

寺

二

十

六

世

の

代

で

当

地

に

お

社

を

新

造

し

、

戦

争

を

経

て

現

在

に

至

り

ま

す

。 

 

新

し

い

お

社

は

、

本

道

正

面

階

段

下

に

お

祀

り

い

た

し

ま

し

た

。

五

穀

豊

穣

、

子

孫

繁

栄

、

良

縁

成

就

の

ご

利

益

が

あ

る

と

さ

れ

て

い

ま

す

。 

大

本

山

永

平

寺

参

拝

大

本

山

永

平

寺

参

拝

大

本

山

永

平

寺

参

拝

大

本

山

永

平

寺

参

拝

のののの

旅旅旅旅    

 

鏡

徳

寺

主

催

で

、

大

本

山

永

平

寺

で

の

先

祖

供

養

と

北

陸

能

登

の

名

刹

参

拝

の

旅

を

企

画

し

ま

し

た

。

日

程

は

令

和

五

年

十

一

月

二

十

八

日

令

和

五

年

十

一

月

二

十

八

日

令

和

五

年

十

一

月

二

十

八

日

令

和

五

年

十

一

月

二

十

八

日

（（（（

火火火火

））））

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

か

ら

の

二二二二

泊

三

日

泊

三

日

泊

三

日

泊

三

日

。

旅

行

代

金

は1
3

0
,0

0
0

円

。 

 

申

し

込

み

締締締締

めめめめ

切切切切

り

は

り

は

り

は

り

は

、、、、

十

月

二

十

四

日

十

月

二

十

四

日

十

月

二

十

四

日

十

月

二

十

四

日

で

す

。

住

職

も

同

行

い

た

し

ま

す

。

詳

細

は

、

第

十

九

号

寺

報

（

今

号

）

と

共

に

募

集

案

内

を

同

封

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

ご

覧

く

だ

さ

い

。 

家

別

過

去

帳

記

入

用

紙

家

別

過

去

帳

記

入

用

紙

家

別

過

去

帳

記

入

用

紙

家

別

過

去

帳

記

入

用

紙    

提

出

提

出

提

出

提

出

の

お

の

お

の

お

の

お

願願願願

いいいい    

 

第

十

七

号

寺

報

と

共

に

お

届

け

し

た

記

入

用

紙

を

ま

だ

ご

提

出

い

た

だ

い

て

い

な

い

方

は

、

重

ね

て

の

お

願

い

に

な

り

ま

す

が

、

ご

返

送

を

お

願

い

し

ま

す

。

 

観

音

様

観

音

様

観

音

様

観

音

様    

祈

願

祈

願

祈

願

祈

願

の

ぼ

り

の

ぼ

り

の

ぼ

り

の

ぼ

り

幡幡幡幡

（（（（

ば

た

ば

た

ば

た

ば

た

））））

募

集

募

集

募

集

募

集    

 

健

康

祈

願

、

商

売

繁

盛

、

五

穀

豊

穣

、

豊

漁

祈

願

、

安

産

祈

願

、

学

業

成

就

等

お

願

い

事

を

の

ぼ

り

幡

に

書

き

込

み

観

音

堂

前

に

奉

納

い

た

し

ま

す

。

期

間

は

半

年

間

、

一

本

五

千

円

で

す

。

希

望

者

は

お

寺

に

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。 

          

御

朱

印

御

朱

印

御

朱

印

御

朱

印

のののの

授

与

授

与

授

与

授

与

は

じ

め

ま

し

た

は

じ

め

ま

し

た

は

じ

め

ま

し

た

は

じ

め

ま

し

た    
    

 

こ

れ

ま

で

特

別

の

ご

縁

日

に

の

み

お

授

け

し

て

い

た

御

朱

印

で

す

が

、

た

い

へ

ん

多

く

の

お

問

い

合

わ 
せ

を

受

け

ま

し

て

、

平

時

に

も

お

授

け

す

る

こ

と

に 

             

い

た

し

ま

し

た

。(

帳

面

へ

の

直

接

記

入

に

つ

い

て

は

、

お

寺

の

都

合

に

よ

り

、

数

日

間

帳

面

を

お

預

か

り

す

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

。) 

 

ご

希

望

の

方

は

お

寺

に

お

参

り

の

際

、

お

声

掛

け

く

だ

さ

い

。 

   

鏡

徳

寺

イ

ベ

ン

ト

案

内

 

☆☆☆☆

月

例

月

例

月

例

月

例

    

写

経

会

写

経

会

写

経

会

写

経

会

・・・・

坐

禅

会

坐

禅

会

坐

禅

会

坐

禅

会    

 

毎

月

第

二

日

曜

日

、

午

前

十

時

よ

り

写

経

会

を

、

午

後

二

時

よ

り

坐

禅

会

を

、

拈

華

堂

に

て

開

催

し

て

い

ま

す

。

（

一

月

・

八

月

除

く

） 

お

申

し

込

み

は

不

要

。

檀

信

徒

以

外

の

方

も

可

。

写

経

会

は

道

具

不

要

。

お

気

軽

に

ど

う

ぞ

。 

        
 

鏡

徳

寺

一

問

一

答

 

お

し

え

て

お

寺

さ

ん

！

 

Ｑ

．

白

山

妙

理

大

権

現

に

つ

い

て

教

え

て

く

だ

さ

い

。

 

Ａ

． 

白

山

は

、

石

川

県

、

福

井

県

、

富

山

県

、

岐

阜

県

に

ま

た

が

っ

て

御

前

峰

（

ご

ぜ

ん

が

み

ね

）

、

大

汝

峰

（

お

お

な

ん

じ

み

ね

）

、

剣

ヶ

峰

（

け

ん

が

み

ね

）

、

別

山

か

ら

成

っ

て

お

り

、

白

山

と

い

う

独

立

し

た

山

は

あ

り

ま

せ

ん

。

白

山

最

高

峰

の

御

前

峰

に

白

山

妙

理

大

菩

薩

が

住

ん

で

い

る

と

さ

れ

、

古

来

よ

り

神

仏

習

合

の

信

仰

の

山

と

し

て

崇

敬

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

菩

薩

と

し

て

権

（

か

り

）

に

現

れ

た

こ

と

を

権

現

と

い

い

、

尊

称

と

し

て

大

権

現

と

表

し

ま

す

。 

曹

洞

宗

と

の

関

わ

り

は

、

開

祖

道

元

禅

師

が

、

仏

教

の

教

え

を

求

め

て

中

国

に

渡

っ

た

際

、

白

山

妙

理

大

権

現

も

一

緒

に

渡

り

、

書

写

を

手

伝

っ

た

と

さ

れ

る

逸

話

が

あ

り

ま

す

。

道

元

禅

師

は

白

山

の

ふ

も

と

に

永

平

寺

を

開

き

ま

し

た

。

永

光

寺

（

よ

う

こ

う

じ

）

を

開

い

た

瑩

山

（

け

い

ざ

ん

）

禅

師

も

「

白

山

の

氏

子

」

と

名

乗

る

な

ど

、

曹

洞

宗

と

白

山

信

仰

は

関

わ

り

が

深

く

、

曹

洞

宗

の

お

寺

で

は

白

山

妙

理

大

権

現

を

お

祀

り

し

て

い

る

お

寺

も

多

く

あ

り

ま

す

。 


